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本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た

議
案
第
　
号
国
民
健
康
保
険

２２

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
、
議
案
第
　
号
乳
幼
児
医

２３

療
費
助
成
に
関
す
る
条
例
の
、

一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
議

案
第
　
号
一
般
会
計
予
算
、

２４

議
案
第
　
号
国
民
健
康
保
険

２５

特
別
会
計
予
算
、
議
案
第
　２６

号
老
人
保
健
特
別
会
計
予
算
、

議
案
第
　
号
介
護
保
険
特
別

２７

会
計
予
算
、
議
案
第
　
号
保

３３

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
ふ
れ
あ

い
館
」
ふ
れ
あ
い
館
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
西
児
童
館
及

び
老
人
憩
の
家
の
指
定
管
理

者
の
指
定
、
議
案
第
　
号
福

３４

祉
セ
ン
タ
ー「
み
ど
り
館
」の

指
定
管
理
者
の
指
定
、
議
案

第
　
号
福
祉
会
館
の
指
定
管

３５
理
者
の
指
定
、
陳
情
書
２
件

に
つ
い
て
慎
重
に
審
査
し
ま

し
た
。

　
議
案
審
査
の
結
果
に
つ
い

て
は
議
案
第
　
号
、　
号
、

２２

２３

　
号
に
つ
い
て
は
全
会
一
致

２６「
原
案
を
可
決
す
べ
き
も
の
」

と
決
定
し
た
。

　
議
案
第
　
号
で
は
反
対
討

２４

論
と
し
て
障
害
者
自
立
支
援

法
の
制
度
が
で
き
負
担
増
に

な
っ
て
い
る
、
自
立
支
援
法

に
基
づ
き
福
祉
の
充
実
に
努

め
る
と
あ
る
が
予
算
措
置
が

な
さ
れ
て
い
な
い
。
賛
成
討

論
と
し
て
自
立
支
援
法
が
で

き
１
割
負
担
は
大
変
な
負
担

だ
が
、
低
所
得
者
へ
の
軽
減

措
置
、
支
援
対
策
が
な
さ
れ

て
い
る
と
そ
れ
ぞ
れ
討
論
が

あ
り
賛
成
多
数
で「
原
案
を
可

決
す
べ
き
も
の
」と
決
定
し
た
。

　
議
案
第
　
号
で
は
、
国
保

２５

税
が
重
い
負
担
と
な
っ
て
い

る
。
保
険
証
を
ス
ト
ッ
プ
さ

れ
死
に
至
っ
た
事
例
も
あ
る

と
の
反
対
討
論
も
あ
り
賛
成

多
数
で
「
原
案
を
可
決
す
べ

き
も
の
」
と
決
定
し
た
。

　
議
案
第
　
号
で
は
、
介
護

２７

保
険
制
度
を
見
直
す
た
び
に

被
保
険
者
の
負
担
が
増
え
て

い
る
と
反
対
討
論
が
あ
り
賛

成
多
数
で
「
原
案
を
可
決
す

べ
き
も
の
」
と
決
定
し
た
。

　
議
案
第
　
号
、
議
案
第
　

３３

３４

号
、
議
案
第
　
号
に
つ
い
て
、

３５

反
対
討
論
と
し
て
、
今
回
の

指
定
管
理
者
制
度
は
３
月
に

専
決
処
分
で
な
さ
れ
て
い
る

が
拙
速
で
あ
る
。
条
例
の
中

に
経
費
の
縮
減
を
図
る
と
明

記
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
情
報

公
開
の
中
に
協
議
事
項
と
し

て
個
人
情
報
と
併
せ
情
報
公

開
条
例
を
適
用
す
る
よ
う
併

記
す
べ
き
で
あ
る
。
賛
成
討

論
で
は
、
指
定
管
理
者
制
度

に
つ
い
て
は
今
日
ま
で
説
明

が
な
さ
れ
て
お
り
、
地
域
に

は
な
く
て
は
な
ら
な
い
社
会

福
祉
協
議
会
に
指
定
す
べ
き

で
あ
る
と
そ
れ
ぞ
れ
討
論
が

あ
り
賛
成
多
数
で
「
原
案
を

可
決
す
べ
き
も
の
」と
決
定
し

た
。

　
陳
情
第
１
号
障
害
者
施
策

の
充
実
を
求
め
る
陳
情
に
つ

い
て
は
引
き
続
き
調
査
研
究

す
べ
き
と
継
続
審
議
と
し
た
。

　
陳
情
第
４
号
安
全
・
安
心

の
医
療
と
看
護
の
実
現
の
た

め
の
医
師
・
看
護
師
等
の
大

幅
増
員
を
求
め
る
陳
情
に
つ

い
て
は
、
願
意
を
妥
当
な
も

の
と
認
め
採
択
す
べ
き
も
の

と
決
定
し
た
。

健
康
福
祉
常
任
委
員
会

文
教
常
任
委
員
会

　
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た

平
成
　
年
度
一
般
会
計
予
算

１８

（
た
だ
し
文
教
常
任
委
員
会

に
付
託
さ
れ
た
事
項
に
限
る
。）

１
件
を
慎
重
に
審
査
し
、
全

会
一
致
で
、
原
案
通
り
可
決

す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
審
査
の
過
程
で
論
議
さ
れ

た
主
な
も
の
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

　「
教
育
総
務
課
」
関
係

　
教
育
委
員
会
に
対
す
る
期

待
は
大
き
く
、「
教
育
委
員

会
の
傍
聴
を
Ｐ
Ｒ
し
て
ほ
し

い
」
と
の
意
見
に
、「
希
望
が

あ
れ
ば
で
き
る
限
り
広
く
市

民
に
公
開
す
る
」
と
の
答
弁

が
あ
っ
た
。
奨
学
金
制
度
に

つ
い
て
は
、
申
請
者
の
立
場

に
た
っ
て
保
証
人
の
限
定
や

額
の
改
定
な
ど
条
例
の
改
定

に
つ
い
て
強
い
意
見
が
あ
り

充
分
検
討
す
る
と
の
答
弁
が

あ
っ
た
。
外
国
青
年
招
致
事

業
は
外
国
人
の
生
の
声
を
聞

く
事
に
よ
り
ヒ
ア
リ
ン
グ
に

弱
い
日
本
の
中
学
生
の
英
語

教
育
に
効
果
が
あ
る
。

　
小
学
校
施
設
整
備
費
は
主

に
合
志
小
学
校
新
築
工
事
の

　
億
２
千
６
０
０
万
円
と
、

１０築
後
　
年
以
上
経
過
し
た

２０

南
ヶ
丘
小
学
校
大
規
模
改
造

事
業
の
実
施
設
計
委
託
料
９

０
０
万
円
で
あ
る
。

　
中
学
校
施
設
整
備
費
は
主

に
西
合
志
中
学
校
改
築
工
事

実
施
設
計
委
託
料
３
千
万
円

で
あ
る
。
現
地
調
査
を
行
い
、

老
朽
化
が
激
し
く
耐
震
強
度

が
取
れ
な
い
た
め
、
妥
当
な

も
の
と
認
め
た
。

　「
学
校
教
育
課
」
関
係

　
小
中
学
校
の
部
活
動
補
助

金
に
格
差
が
あ
る
が
、
本
年

度
は
、
合
併
協
議
会
に
よ
り

調
整
さ
れ
て
お
り
、
２
〜
３

年
後
に
見
直
し
検
討
す
る
と

の
事
で
あ
る
が
、
早
急
に
見

直
し
て
ほ
し
い
と
の
意
見
が

出
た
。

　
学
校
給
食
は
旧
西
合
志
の

自
校
方
式
を
現
地
調
査
し
、

全
校
自
校
方
式
の
検
討
を
求

め
た
。

　「
生
涯
学
習
課
」
関
係

　
各
施
設
の
清
掃
管
理
、
保

守
管
理
な
ど
の
委
託
料
の
見

直
し
や
各
補
助
金
の
査
定
の

基
準
を
真
剣
に
見
直
す
べ
き

で
あ
る
と
の
意
見
が
出
た
。

　「
文
化
振
興
課
」
関
係

　
施
設
の
点
検
委
託
料
は
経

営
感
覚
を
持
っ
て
あ
た
る
よ

う
、
又
、
自
主
事
業
実
行
委

員
会
負
担
金
１
千
３
５
０
万

円
は
内
容
を
５
年
単
位
で
見

直
し
再
点
検
を
行
う
と
の
事

で
あ
っ
た
。
各
補
助
金
の
算

定
根
拠
は
、
合
併
協
議
会
の

中
で
旧
町
の
ま
ま
、
１
割

カ
ッ
ト
と
な
っ
て
お
り
、
実

態
調
査
を
し
て
今
後
出
来
る

も
の
に
つ
い
て
は
、
統
一
す

る
よ
う
見
直
し
検
討
す
る
と

の
事
で
し
た
。

　「
図
書
館
」
関
係

　
市
内
３
館
の
連
携
が
出
来

て
お
り
、
本
年
度
は
１
万
２

千
８
０
０
冊
、
３
千
万
円
が

図
書
購
入
費
と
し
て
予
算
計

上
さ
れ
て
い
る
。

　
経
費
の
面
に
つ
い
て
、
い

ず
れ
の
課
も
財
政
チ
ェ
ッ
ク

の
観
点
か
ら
節
減
に
、
真
剣

に
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
と

の
要
望
を
伝
え
た
。
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常
任
委
員
会
審
査
報
告

常
任
委
員
会
審
査
報
告

　
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た

一
般
会
計
予
算
、
条
例
制
定

４
件
、
条
例
改
正
２
件
、
陳

情
２
件
に
つ
い
て
慎
重
に
審

査
し
、「
竹
迫
地
区
に
お
け

る
大
規
模
開
発
へ
の
協
力
願

い
」
の
陳
情
に
つ
い
て
は
、

計
画
内
容
不
十
分
と
し
て
継

続
審
議
と
し
た
が
、
そ
れ
以

外
の
案
件
に
つ
い
て
は
賛
成

多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
議
案
審
査
の
主
な
も
の
と

し
て
、
国
民
保
護
協
議
会
条

例
と
国
民
保
護
対
策
本
部
及

び
緊
急
対
処
事
態
対
策
本
部

条
例
制
定
の
反
対
討
論
で
は
、

軍
隊
で
あ
る
自
衛
隊
を
中
心

と
し
た
保
護
で
は
、
国
民
を

戦
闘
行
為
に
巻
き
込
む
恐
れ

が
あ
る
旨
の
意
見
が
あ
り
、

賛
成
討
論
で
は
、
現
下
の
国

際
情
勢
か
ら
、
紛
争
等
発
生

に
際
し
国
民
を
保
護
す
る
必

要
が
あ
り
、
市
民
に
と
っ
て

必
要
な
も
の
で
あ
る
と
の
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
情
報
公
開
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
で
は
、
指
定

管
理
者
に
つ
い
て
条
例
で
の

情
報
公
開
が
努
力
規
定
で
は
、

情
報
公
開
の
義
務
付
け
を
担

保
出
来
な
い
と
の
反
対
討
論

が
あ
り
、
賛
成
討
論
と
し
て
、

条
例
で
の
規
定
が
無
く
と
も

契
約
時
等
に
義
務
付
け
可
能

で
問
題
な
い
と
の
意
見
が
あ

り
ま
し
た
。
一
般
会
計
総
務

課
関
係
予
算
の
反
対
討
論
で

は
、
収
入
役
は
自
治
法
の
改

正
に
よ
り
廃
止
が
決
定
し
て

お
り
、
助
役
に
兼
務
さ
せ
る

べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
が
、

賛
成
討
論
と
し
て
、
収
入
役

の
予
算
な
ど
執
行
に
つ
い
て

は
検
討
・
検
証
す
る
と
の
説

明
に
よ
り
賛
成
出
来
る
と
の

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
財
政
課
関
係
で
は
、
総
合

ふ
れ
あ
い
健
康
セ
ン
タ
ー
の

土
地
借
り
上
げ
料
及
び
「
叙

に
し
ご
う
し
」
の
有
価
証
券

購
入
費
の
説
明
に
対
し
て
、

無
駄
な
費
用
で
あ
る
・
新
市

建
設
計
画
に
掲
げ
ら
れ
た
施

策
実
現
の
予
算
で
あ
る
と
そ

れ
ぞ
れ
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

　
情
報
電
算
課
関
係
で
は
、

電
算
シ
ス
テ
ム
に
係
る
経
費

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
反
対

討
論
と
し
て
、
個
人
情
報
で

あ
る
住
民
基
本
台
帳
を
一
元

的
に
管
理
す
る
住
民
基
本
台

帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
関
連
の
予

算
は
認
め
ら
れ
な
い
と
の
意

見
が
、
賛
成
討
論
と
し
て
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
利
便
性
・

有
効
性
が
認
証
さ
れ
て
い
る

と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　「
地
元
企
業
に
対
す
る
受

注
機
会
の
拡
大
」
を
求
め
る

陳
情
に
つ
い
て
は
、
願
意
を

妥
当
な
も
の
と
認
め
ま
し
た
。

総
務
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

　
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
一

般
会
計
予
算
（
第
　
号
）
農
政

２４

課
・
耕
地
課
・
農
業
委
員
会
・

商
工
振
興
課
・
建
設
課
・
都
市

計
画
課
、
下
水
道
特
別
会
計
予

算
（
第
　
号
）、農
業
集
落
排
水

２８

特
別
予
算
（
第
　
号
）、水
道
事

２９

業
会
計
予
算（
第
　
号
）、工
業

３０

用
水
道
事
業
会
計
予
算
（
第
　３１

号
）
に
つ
い
て
慎
重
に
審
査
を

行
っ
た
結
果
、
全
会
一
致
で

「
原
案
を
可
決
す
べ
き
も
の
」

と
決
定
し
た
。

　
審
査
の
過
程
で
論
議
さ
れ
た

主
な
も
の
は
、
竹
林
整
備
事
業

で
は
梅
を
植
栽
肥
培
管
理
し
た

も
の
に
　
万
円
を
、
間
伐
で
５

１０

万
円
を
補
助
す
る
と
説
明
が
あ

っ
た
。

　
市
の
祭
り
は
、
合
併
記
念
と

し
て
開
催
さ
れ
る
。
全
庁
的
な

取
り
組
み
で
な
さ
れ
る
と
説
明

が
あ
っ
た
。

　
国
道
３
８
７
号
線
御
代
志

駅
前
の
渋
滞
解
消
に
つ
い
て
は
、

基
礎
調
査
を
行
い
、
市
道
御
代

志
野
々
島
線
を
含
め
、
検
討
を

進
め
て
い
る
と
説
明
が
あ
っ
た
。

　
黒
石
公
園
の
買
収
は
価
格
が

高
額
に
な
る
た
め
当
分
は
借
地

で
、
ま
た
サ
ン
ヒ
マ
ワ
リ
「
あ

い
お
い
」
に
つ
い
て
は
地
権
者

と
交
渉
中
で
あ
り
、
買
収
を
進

め
た
い
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　
明
け
渡
し
請
求
に
つ
い
て
は
、

訴
訟
に
よ
る
明
け
渡
し
請
求
を

行
う
も
の
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　
個
別
排
水
設
備
（
合
併
浄
化

槽
）
に
つ
い
て
は
、
申
請
が
あ

れ
ば
予
算
の
範
囲
内
で
対
応
す

る
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　
次
に
、
総
合
健
康
セ
ン
タ
ー

「
ユ
ー
パ
レ
ス
弁
天
」
の
指
定

管
理
者
の
指
定
（
第
　
号
）
に

３２

つ
い
て
は
、
議
決
後
の
協
定
書

の
中
で
指
定
管
理
者
と
市
で
話

し
合
い
協
議
を
行
う
、
ま
た
事

業
報
告
書
の
提
出
を
お
願
い
し

て
い
く
と
の
説
明
が
あ
り
、
全

会
一
致
で
可
決
し
た
。

　
市
長
の
専
決
事
項
の
指
定

（
第
　
号
）、
長
期
滞
納
者
へ

３６

の
明
け
渡
し
請
求
の
事
務
の
簡

素
化
を
図
る
た
め
で
あ
り
、
全

会
一
致
で
可
決
し
た
。

　
合
志
市
道
路
線
の
認
定
（
第

　
号
）、
説
明
に
よ
り
妥
当
と

３７認
め
可
決
。
合
志
市
の
区
域
に

存
す
る
道
路
を
鹿
本
郡
植
木
町

が
町
道
に
認
定
す
る
こ
と
（
第

　
号
）、
排
水
に
つ
い
て
懸
念

３８が
あ
る
と
の
意
見
も
出
た
が
、

妥
当
と
認
め
可
決
し
た
。

　
陳
情
「
ず
さ
ん
な
米
国
産
牛

肉
の
輸
入
に
抗
議
し
、
Ｂ
Ｓ
Ｅ

の
万
全
な
対
策
を
求
め
る
」
に

つ
い
て
、
特
定
危
険
部
位
が
発

見
さ
れ
輸
入
停
止
に
な
っ
て
い

る
が
、
現
状
で
は
輸
入
再
開
が

迫
っ
て
い
る
。
食
の
安
全
を
守

る
た
め
に
、
全
会
一
致
で
採
択

と
決
定
し
た
。




